
日本 宗 教 学 会

第 38口 学 術 大 会

期 日  昭和54年 11月 2日 (金)～4日 (日 )

開催校  東 北 大 学 ('Il内 地 区)



○

○

○

○

○
　
○
　
○

お知 らせ・ お願 い

受付にて,名札・懇親会券・昼食整理券をお受けとり下さい。

当日は大学祭と重なりますので,混乱を避けるため名札は必ず着用して下さい。

大会参加費・懇親会費未納の方は受付にてお納め下さい。

受付に学会本部が出張して学会費納入の事務を行なっております。

発表の1,2番前にはその部会会場においで下さい。

スライドを使用される方は発表の2番前に係の者にお渡し下さい。

発表に対する質問は会員に限り認められますので,そ の他の方 (準会員・会員外参カロ

者)は ご遠慮下さい。

研究発表のレジュメ (400字詰 4枚)は部会司会者にお渡し下さい。

○ 控室・クロークは次の時間内でご利用下さい。

11月 3日 (土) 8:30～15:30

11月 4日 (日 ) 8:30-17:30

○ 昼食は大学構内の生協食堂をご利用下さい (11:30～ 13:30)。 ご利用の際に昼食整

理券をお渡し下さい。

○ その他ご不明の点がありましたら,大会本部または腕章をつけた本部要員までお問い

合せ下さい。

○

学術大会実行委員会

日三話  0222-22-1800 (内 )2552

大 会 本 部

日邑  言舌    0222-23-9962

(東北大学文学部宗教学研究室内)

(11月 2・ 3・ 4日 のみ臨時)



学 術 大 会 日 程

11月 2日 (金)

公開講演会 15:00-17:30

基督教の本質を求めて

一石原 謙博士における基督教史学の成立…

国際基督教大学学長  中 川 秀 恭 氏

ヒンズ″教 と仏教の切点

一 シャンカラの生涯 と思想一

東北大学名誉教授  金 倉 園 照 氏

理 事 会
. 18:00-20:00

11月 3日 (土 )

開 会 式 9:00

研 究 発 表 (午前の部) 9三 30-12:00

評 議 員 会 12:00～13:00

研 究 発 表 (午後の部) 13:00-15:00

記 念 撮 影 15:00

総   会 15:30-17:30

懇 親 会 18:00-20:00

11月 4日 (日 )

研 究 発 表 (午前の部)

研 究 発 表 (午後の部)

閉 会 式

9:00-12:00

13:00-17:00

17:00
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第 1部会 (P201教室)

11月 3日 (土)午前 (9:30～12:00)

1。 哲学的宗教哲学と神学的宗教哲学            氷 見   潔 (京

2。 宗教的信念の論理構造                  間 瀬 啓 允 (慶

3.俗なるものの解体の意味と構造             前 田   毅 (鹿

4。 人間存在における自然                  大 峯   顕 (大

5。 身体と世界                       田 中 英 三 (関

6。 大宇宙小宇宙と終末論                  前 田 護 郎

7.『眼蔵』文章の比較思想論                玉 城 康四郎 (日

ゴヒ 川 直 利

井 門 富二夫

山 岡 隆 晃

赤 池 憲 昭

前 田 恵 學

安 津 素 彦

大)

大)

大)

大)

大)

大)

(聖 霊 学 園)

(筑  波  大)

(世 田 谷 高 校)

(愛 知 学 院 大)

(愛 知 学 院 大)

(国 学 院 大)

島

外

児

阪

Ｌ

２
．

３
．

４
。

５
。

６
。

11月 3日 (土)午 後 (13:00～15100)

ヮッハのウェーバー像

宗教社会学とユー トプア

宗教変容に関する一考察

宗教と文化摩擦

仏教と文化摩擦

神道と現代

11月 4日 (日 )午前 (9:00～12:00)

H・ R・ ニーバーのデノミネーション論

カリスマ的宗教指導者の一考察

諸宗教の協力

4.R・ N・ベラーの宗教的危機意識

5。 「憑霊」(spirit pOsseぶ on)の概念について

6。 呪術宗教職能者再生の契機

7。 自然と超自然

8.仏教に於ける餓鬼とその救済

11月 4日 (日 )午後 (13:00～17:00)

1。 宗教的情操教育の展開と矛盾

2.現存在と時熟

3。 西洋に於ける仏教の使命

4。 授記と本願

5。 宗教形態論について

6。 信教の自由の史的条件の現段階

7.宗教心理学の一動向

Ｌ

　

２
。
　

３
。

柴 田 史 子 (筑

川 村 邦 光 (東

ヤン・スインゲドー

葛 西  実 (I

佐々木 宏 幹 (駒

桜 井 徳太郎 (駒

仁戸田 六三郎 (駒

西   義 雄 (東

波  大)

北  大)

(南 山 大)

C  U)

大)

大)

大)

洋  大)

山 口 和 孝

臼 木 靖 晴

ヤン・ヴアン・

橋 本 芳 契

田 丸 徳 善

佐 木 秋 夫

脇 本 平 也

(I  C  U)

(大  正  大)

プラフト (南山大)

(福 井 県立短 大)

大)

大)

(東

(東
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第 2部会 (311教室)

11月 3日 (■) 午前 (9三 30-12:00)

宗教の伝承

修験道と陰陽道

古代日本人と「自然」の問題

罪と罪を除去する文化と祈りの構造について

土御門家秘儀と改元の神事

食 肉 の 忌

11月 3日 (土)午後 (13:00～15:00)

幻想文学の宗教性

『 日本霊異記』の夢について

新宗教と脱呪術化

創 唱 神 話

林     淳 (東

木 場 明 志 (大  谷

大 西   昇 (東 京 工 芸

平 野 孝 國 (新  潟

岩t佐 貫 三 (東  洋

岡 田 重 精 (皇 学 館

大)

大)

大)

大)

大)

大)

中 村 恭 子 (り |1村 短 大)

中 村 生 雄

島 菌  進 (筑  波  大)

田 中   賓 (兵庫県立三木高)

荒 木 美智雄 (東 京 理 科 大)

村 上 重 良 (慶   大)

山 折 哲 雄 (東  北  大)

五十嵐 大 策 (東 京 仏教学院)

鷲 見 定 信 (大 正 大)

春日井 真 英 (愛 知 学 院 大)

長谷部 八 朗 (駒     大)

鈴 木 正 崇 (東 京 工 大)

小 池 長 之 (東 京 学 芸 大)

高 木 きよ子(日 本研究センター)

中 濃 教 篤 (日 蓮宗現宗研)

日 隈 威 徳 (文 教 大)

島 田 裕 巳 (東   大)

木 田 理 文 (慶   大)

渡 辺 喜 勝 (東  北  大)

野 村 暢 清 (九   大)

5。 教   祀

6.一尊如来きのの伝記について

11月 4日 (日 )午前 (9:00～12:00)

1。 翁 の 誕 生

2.浅原才市研究

3.聖・持経者・往生者

4.須弥山の構造について

5.地域社会とつきもの信仰

6.久高島の神話と儀礼

7.日 本の仙人

8.『新古今集』にみられる宗教意識

11月 4日  (日 ) 午後 (13:00-17:00)

1.モ ンゴル革命後のラマ仏教

2。 統一教会の研究

3.救済の生理学 0身体論的アプローチ

4。 ピューリタン革命期の民衆の宗教的急進運動

民間念仏にみる祖先信仰の一形態

南部メキシコ村落におけるカ トリック文化の研究

５

　

　

６
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第 3部会 (313教室)

11月 3日 (■) 午前 (9:30-12:00)

1。 思性の道と信仰の道

2.エ ックハル トの「離脱」と仏教の三味思想

3。 仏教倫理学の問題

4.「場所」における個物の意義

5。 絶対無と出合い

6.西田哲学における絶対者について

7.『善の研究』における「統一」の概念に就て

ll月 3日 (土)午後 (13:00～15:00)

1。 阿弥陀仏と自然神学

2.AON・ ホワイトヘッドの宇宙論について

3.プラトンにおける美と救済の論理

4。 キェルケゴールにおける哲学と神学の問題

5.Kierkegattdに おける ``Johannes Clh配

“

''について

6。 ベルジアエフの社会観

11月 4日 (日 )午前 (9:00-12:00)

1.初期シュライエルマッハーにおける信仰と学

2.シ ュライエルマッハーの解釈学について

3.ヘ ーゲルにおける宗教の問題

4.ヘ ーゲルとキェルケゴール

5。 フイヒテ「知識学」における自由と絶対者

6.カ ントにおける根本悪とその克服

7.カ ントにおける幸福について

8. ニーチェにおけるニヒリズムについて

ll月 4日 (日 )午後 (13:00～17:00)

1.ス ピノザ『 エチカ』における様態の定義

2.ソ グラテスの宗教性に関する一考察

3.sttientiaの 宗教的意味について

4.エ ッカルツハウゼンと魔術 (マ ギア)

5.17世紀イギリス宗教思想の一視点より

6.後期シェリングに就いて

7。 後期シェリングの否定性の問題

8.実存の根檬としての絶対無について

佐々木   亮

田 島 照 久

伊 東 洋 一

高 坂 史 郎

田 辺 正 英

海 辺 忠 治

坂 本   弘

(京

(明  星

(弘  前

(関 西 学 院

(富 山 医 薬

(相 愛 女

(光 華 女

カ

カ

カ

月

カ

カ

カ

田

木

田

村

田

口

高

菱

角

川

北

田

信 良

改 晴

幸 彦

永 子

勝 巳

貞 夫

長 江 弘 晃

築 山 修 道

八 田 隆 司

国 井 哲 義

岡 田 勝 明

常 石 希 望

諸 岡 道比古

川 鍋 征 行

(愛  知  大)

(京     大)

(明     大)

(京     大)

(大 阪 電 通 大)

(東     大)

(日     大)

(大  谷  大)

(早     大)

(大 阪 外 大)

(関 西 学 院 大)

(関 西 学 院 大)

(東  北  大)

(淑 徳 保 専)

徳

博

夫

子

実

夫

孟

虔

安

保

岩

中

玉

岡

堀

遠

中 隆

坂 幸

本 一

井 章

井

村 康

尾

山 諦

(早

(東  海

(東 京 工 芸

(東

(東 京 工 芸

(舞 鶴 高

(大  谷

(日

大)

大)

大)

大)

大)

専)

大)

大)
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第 4部会 (328教室)

11月 3日 (E土 ) 午前 (9:30-12:00)

1。  アダムとソフィア

2。 パルメニデスの詩篇について

3.古代ギリシャの宗教についての一考察

4.ビ ザンツ文明における国家と宗教

5。 初期アウグスティヌスの Ordoに ついて

6。 トマス・アタィナスの天使論

7.知 の無知 (ニ コラウス・ グザーヌス)

11月 3日 (土)午後 (13:00～15:00)

カ トリック修道院生活の印象

ルターにおける信仰,愛,自 然法について

P.テ ィリッヒにおける宣教論

パウル・ティリッヒの教会論について

ユングの内的体験と宗教観

宗教における ``時 ''の 問題

11月 4日  (日 ) 午前 (9:00～ 12:00)

賀川豊彦における実践的キリスト教のエー トス

明治二十八年のカ トリック東京教会会議

虐げられた者の論理と聖書の贖罪精神

パスカルの「恩寵文書」に於ける信仰と論理

5.パ スカルのキ リス ト教

6.Mo Lutherに おける “Werk"の論理

7.再洗礼派の歴史意識

8.神認識の限界について

u月 4日 (日 ) 午後 (13:00-17:00)

1。 世界宗教の出合いについて

2.ユング分析心理学における “神"

3.十字架の聖ヨハネにおける詩と神秘について

4。 バビロニアの創造神話

5。 福音書伝承の形成と象徴的行為

6。 「わたしは主であって,あ なたをいやす」

7.幼児を背負う聖クリストホロス伝承について

岡

岡

神

吉

小

笠

小

部 雄 三 (阪

本   修 (大

原 和 子 (東

沢 五 郎 (聖

阪 康 治 (早

井   貞 (群

山 宙 丸 (早

正

京 工 芸

心 女

馬

工 芸

学 院

波

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

１

　

２

　

３

４
。

５
。

６
．

１

２

３

４

西 村 恵 信

早乙女 謹 子

新 藤 泰 男

芳 賀 直 哉

久保田 圭 伍

岩 本 泰 波

(花  園

(京 都 工 繊

(筑  波

(桜 美 林

(国 際 商

金 井 新 二 (東

青 山   玄 (南

木 原 範 恭 (近

道 然 滋穂子 (早

官 永   泉 (京

加 藤 智 見 (東 京

出 村   彰 (東 ゴヒ

小 川 圭 治 (筑

山
　
畿

管 井 大 果

井 桁  碧

鶴 岡 賀 雄

市 ノ‖  裕

土 屋   博

山 形 孝 夫

植 ′田 重 雄

(立 命 館 大)

(東     大)

(東     大)

(東     大)

(北     大)

(宮 城 学院 女大)
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第 5部会 (P303教室)

11月 3日 (土)午前 (9:30～12:00)

1。 「托鉢」考

2。 他学派文献に関説されたサーンキヤ思想

3。 スパ アヤム・ブフウについて

4。  心の作用と thana

5.説一切有部の大乗仏教批判

6.ボードーパヤー王の宗教政策

7.Samyasa(捨 離,遁世)考

成

淳

光

明

行

應

完

悦

秀

昭

宣

信

善

真

藤

木

村

杉

元

野

上

佐

茂

川

上

吉

生

村

(京

(駒

(大  谷

(大  谷

(芝

(東  北

大)

大)

大)

大)

高)

大)

11月 3日 (■) 午後 (13三 〇0-15:00)

古代漢民族における中雪神信仰形成の背景

天道会とその伝道の実態

善導大師の瑞夢について

北峰宗印の思想

耶律楚材の仏教

<捨身命財護持正法>の意味

11月 4日 (日 )午前 (9:00～12:00)

阿閣世王の入信について

三学説における samadhiについて

戴安道の應報観

『 ヨーガスー トラ』第四章第一六節について

『 中観心頌・思択炎』第一章をめぐって

廻施について

『大日経』における法身の認識

『般若経』の道支

ll月 4日 (日 )午 後 (13:00～17:00)

恵瞬本『六祖壇経』と真福寺本『 六祖壇経』

華厳三宝章における縁起について

華厳教学における宗について

華厳教判論の問題点

『雑阿含』の構成について

Mittndapaihユ  における頭陀説

Thipavalmsaラ拳

初期仏教教団とヤグシャ (夜又)と のかかわり

一- 8 -

栗 原

長谷部

光 地

大 松

佐 藤

水 尾

圭 介

幽 震

英 学

博 典

祖 哲

現 誠

(大 東 文 化 大)

(愛 知 学 院 大)

(駒     大)

(駒     大)

(岩  手  大)

(四 天 王寺 女大)

正

　

滋
〔

広

信

秀

龍

官

藤

内

尾

力

原

山

野

田

安

竹

樫

八

高

栗

真

仁 (大  谷  大)

見 (愛 知 学 院 大)

肇 (早     大)

覚 (阪     大)

喜 (北海道武蔵女短大)

‐ (福  岡  大)

純 (大  正  大)

海 (大  正  大)

道 (駒     大)

心 (大  谷  大)

英 (駒     大)

誠 (京 都 家政短 大)

亮 (北     大)

園 (東     大)

洲 (東 北 福 祉 大)

善 (大  谷  大)

1.

2。

3.

4.

5.

6。

7.

8。

石 井

一 色

吉 津

石 橋

向 井

阿 部

杉 本

雲 井

修

順

宣

真

滋
い　
卓
　
昭



大)(日

信

道

山

信

松

雄

欽

良

弘

力

光

彦

龍

紹

尾

田

川

本

藤

内

田

中

原

石

鐙

斎

坂

古

吉

一

貞

哲

昭

之

龍
　
憲

一死
　

　

俊
　
充

屋

野

保

川

田

森

大

星

新

寺

石

Ｌ

２
．

３
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田
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青
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渡

八

笠

田

第 6部会 (P304教室)

11月 3日 (土)午前 (9:30～12:00)

1。 宝地房証真の戒律観

2。 道元禅師の入宋について

3。 中世禅宗史研究と禅籍抄物資料

4。 『正法眼蔵随聞記』と芭蕉

5。 法花種子曼荼羅の研究

6。 浴     仏

7.六宗・八宗・十宗

11月 3日 (土)午後 (13:00～15:00)

蓮如の遺言における民俗問題

「聞信」について

親鸞の神祗観

親鸞における信と口称

『教行信証』製作の志願

親鸞の宗教批判について

11月 4日 (日 )午前 (9!00～12:00)

1。 『明宗記』にみる同別二教判

2。 「能禅師碑」ノー ト

3.道元禅師の発心思想

4.道元における因果律と修行論

5.禅 と祈構,そ の関係について

6。 胎蔵法の構成について

7。 日蓮の性格と禍の予言

8。 寿命と光明

ll月 4日 (日 )午 後 (13:00～17:00)

1.伊藤証信の無我愛運動について

2。 高楠順次郎の仏教観

3.伝道からみた仏教の機能について

4.霊場における女人禁制

5。 一遍上人の名号思想

6.一遍上人と踊念仏について

7.四天王寺本細字法華経の研究

(梵 字 資 料 研)

(駒

(駒

(駒

大)

大)

大)

大)

大)

(青琶 大)

(大  谷  大)

(鹿児島県立短大)

(航 空 高 専)

(大  谷

(竜琶

三 宅

雲 藤

皆 川

日野西

石 岡

早 坂

望 月

守 常

義 道

広 義

真 定

信 一

博

一 憲

大)

図 書 館)

大)

大)

学 園)

丘 高)

大)

大)

(日      大)

(武 蔵 野 女 大)

(駒     大)

(高 野 山 大)

(時 宗 教 学 研)

(東 北 福 祉 大)

(東 京 医 歯 大)
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第 7部会 (315教室)

11月 3日 (土)午前 (9:30～12:00)

1.七曜に依る言い表わし方

2.イ ズナ使いに関する一考察

3.屋敷神奉祀の実態

4。 新潟県東頸城郡の宗教習俗について

5.越後八海山をめぐる新信仰集団について

6。 八海山里官の火渡り儀式

7。 祭と家郷景観

11月 3日 (土)午後 (13:00～15:00)

1。 「庶民信仰」の組織化について

2。 宗教の地方伝播と土着

3。 壼岐・対馬の亀 卜について

4.沖縄多良間島における祭祀空間について

5.北九州におけるかくれ念仏と新宗教との関連

6。 奄美地方の中国的信仰

11月 -4日
 (日 ) 午前 (9:00-12:00)

飯豊山信仰の形態と構造

越中大岩山日石寺と庶民信仰

日向の法華岳信仰について

日光周辺の磐裂神社 と星官神社

新潟県南魚沼郡における修験の組織

新潟県南魚沼郡における修験の活動

新潟県南魚沼郡における修験の展開

古代東北地方における農耕神

11月 4日 (日 )午 後 (13:00-17:00)

スリランカ仏教における「神の招待」儀礼

ラマ教における四天王の図像学的考察

ダッダック地方における密教の受容と変容

4.弥 谷寺の葬送習俗と信仰圏

5。 お墓 とたましい

6。 ハワイ日系人における新宗教の受容形態

7.ハ ワイ日系宗教の変容

8. ハワイにおける日本仏教

横 地

佐 藤

池 上

芹 川

伊 東

松 本

菌 田

高 橋

門 屋

椿

加 藤

小 野

窪

鈴 木

菊 池

根 井

黒 川

武 見

福 島

宮 家

月 光

片 山

頼 富

松 長

藤 井

道 端

西 山

井 上

柳 川

光

清 恵

憲 昭

良 正

博 通

俊 彦

略 一

(北  園  高)

(駒     大)

(官 城 学院女大)

(淑 徳 短 大)

(曹 洞 宗宗務 庁)

(駒     大)

稔 (国 学 院 大)

渉 (官 城 学院女大)

昭 (西 和 賀 高)

実 (竹  早  高)

嗣 (国 学 院 大)

博 (図 書 館 短 大)

忠 に 松 学 舎 大)

岩 弓 (東  北  大)

武 (大  谷  大)

浄 (大  谷  大)

弘 賢 (大  正  大)

李 子 (慶     大)

邦 夫 (慶     大)

準 (慶     大)

善 弘 (山 形 女 短 大)

一 良 (駒     大)

本 宏 (種 智 院 _大)

有 慶 (高 野 山 大)

正 雄 (大  正  大)

良 秀 (光 華 女 大)

茂 (東  洋  大)

順 孝 (東     大)

啓 一 (東     大)

健

泰
　
徳

１

　

９
″
　

３
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会 場

(受付・控室 。クローク・

見 取 図

大会本部・研究発表会場・理事会)

受 付  千レベーター

受  付

会員控室

クローク

大会本部

第 1部会

第 2部会

第 3部会

第 4部会

第 5部会

第 6部会

第 7部会

理 事 会

文 学 部・教 育 学 部 研 究 棟

玄関ホール

107。 HO(1階 )

109(1階)

215(2階 )

P201(2階)(開会式 。閉会式場)

311(3階)

313(3階)'

328(3階)

P303(3階)

P304(3階 )

315(3階)

会議室 (2階)
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会 場 見 取 図

(公開講演・総会 0評議員会・懇親会・食堂)

附 属 図 書 館

経済学部研究棟

至 大橋
一

受付・研究発表会場等

公 開 講 演

会 員 総 会

評 議 員 会

懇 親 会

食   堂

記 念 撮 影

文学部・教育学部研究棟

文・教大講義室 (2階 ・下は通路です)

文・教大講義室

文 大 講 義 室 (2階・下は通路です)

文科系厚生会館

文科系厚生会館

中 庭 噴 水 前
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―
―
リ

大学案内図 ('II内 地区)

“I理
至仲瀬橋・市内

A 文学部・教育学部研究棟 (受付・控室・研究発表会場等)

B 大 講 義 室 (総会・評議員会)

C 文科系厚生会館 (懇親会 0食堂)

D 経済学部研究棟

E法 学 部 研 究棟

F 法・経大講義室

G附 属 図 書 館

H記 念 講 堂

教
養
部
キ
ャ
ン
パ
ス

文
系
キ
ャ
ン
パ
ス

川内郵便局前パス停

2扇坂パス停
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凸

青葉城址

大会会場への経路 (仙台駅前から)

ら90円 ,約 10分)

または広瀬通 り経由)

坂下車 (但 し急行は止 りません)
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日立ファミリーセンター前

市パス乗り場


